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（１）新設組織の概要 
①新設組織の概要（名称，入学定員（編入学定員），収容定員，所在地） 

研究科名称 専攻名称 課程 入学 
定員 

収容 
定員 

所在地 

（教育研究を行うキャンパス） 

看護学研究科 看護学専攻 

博士前期※1 4人※2 8人※2 
大阪府枚方市長尾峠町 

45番 1号 
博士後期 2人 6人 

※1：既設の修士課程を課程変更し博士前期課程とする。 

※2：現行の入学定員 6 人、収容定員 12 人から変更予定。 
 
②新設組織の特色 
（博士前期課程） 

医療・看護・保健の課題への探究心や課題を解決するための幅広い知識や技術を基盤とし、広

い視野と高い倫理観をもち、地域社会で生活する人々を支援する看護実践者および研究能力を基

盤とした看護教育者を育成する。博士後期課程の開設に伴い、既設の修士課程は博士前期課程に

課程変更を行うとともに、入学定員 6 人を 4 人に、収容定員 12 人を 8 人に変更する。 
（博士後期課程） 

看護学の高度で深い専門知識および関連する多様な分野の知見を養い、地域における様々な課

題を解決すべく、現場に還元する研究を推進できる研究者、および自立的な研究遂行力をもち次

世代の医療や看護にかかわる専門職業人を育成する教育者、地域包括ケアシステムにおける保健・

医療・福祉機関・施設の管理者を養成する。 
 

（２）人材需要の社会的な動向等 
①新設組織で養成する人材の全国的，地域的，社会的動向の分析 
本研究科のうち特に博士後期課程が養成する看護研究者、看護系大学教員の人材需要について

概観する。本課程の修了者の主たる就職先と想定される看護系大学は、令和 5（2023）年度にお

いて 283 校、入学定員 26,023 人で平成 26（2014）年度からの 10 年間で 57 校、入学定員で 6,569
人の増加となっている（出典「令和 5 年度指定学校概況報告（文部科学省高等教育局医学教育課）」）。

このような状況において、看護系大学の教育研究の質を保証する看護教員は、質、量ともに不足

している状態が長く続いており、多くの大学に看護教員を供給することが切望されている。 
厚生労働省の「看護師等の確保を促進するための措置に関する基本的な指針」（2023年10月改

訂）【資料１】においても、「大学教員の養成においては、看護系大学院の整備が進み、修士・博

士取得者が増加し、大学教員の質担保につながっている。一方、看護系大学及び養成所の増加等

により、看護教員は引き続き不足しており、看護教員の確保方策の検討が必要である。（教員養

成の現状）」、「看護師等学校養成所の教員需要に対応していくとともに、看護教育の内容の充

実を図り、養成される看護師等の資質を高めていくためには、理論やエビデンスと実践を結びつ

けて指導ができる資質の高い看護教員の確保を図ることが重要である。（看護教員等養成の在り

方）」、「今後も、更なる高度化・多様化が見込まれる医療に対する国民のニーズに応え、良質な
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看護等を国民に提供するため、看護系大学の充実の推進とともに、新たな看護教育の手法の研究、

看護技術の開発、看護実践の評価など、看護の質の向上に係るエビデンスの蓄積を担う研究者や

教育者の養成を図ることも必要であり、看護系大学院における教育の質的な充実に努めることが

必要である。（看護系大学・大学院の充実）」、「効果的かつ効率的な質の高い看護を実現するた

めの研究を行う研究者の育成や広く看護現場で活用される看護ケアの評価、在宅における看護技

術等看護全般にわたる研究が求められており（調査研究の推進）」と記されており（下線は申請

者にて追記）、質の高い看護師を養成するための基盤となる看護教育者、看護研究者を養成する

ための看護系大学院の整備と充実が社会的に求められている。 
博士人材は、養成人数（入学定員）が少ない上に、修了に多くの年数もかかることから、急速

かつ大規模な人材供給が難しく、長期的な視野での人材養成が必要である。本研究科では、博士

課程までを修めた看護教員、看護研究者を養成することで、我が国における看護教員、看護研究

者の人材需要の社会要請に応えるものである。 
 
【資料 1】看護師等の確保を促進するための措置に関する基本的な指針 
 
②中長期的な１８歳人口等入学対象人口の全国的，地域的動向の分析 
本研究科の入学者の長期的な動向を把握するため、全国及び本学が主な学生募集地域とする大

阪府における、開設から 10 年間（2026 年度～2035 年度）の 22 歳人口（M1）及び 24 歳人口

（D1）の推計を、学校基本調査の各学年在籍数から推測した表は以下の通りである。 
22 歳人口（M1）では、全国では 85,035 人（2026 年度比 92.4％）、大阪府では 6,716 人（同比

91.3％）の減少が予測されている。24 歳人口（D1）では、全国では 99,775 人（2026 年度比 91.5％）、

大阪府では 9,113 人（同比 88.9％）の減少が予測されており、10 年間で約 10％の入学年度の人

口減は確実である。今回の課程変更は、今後の人口の減少により、博士後期課程の入学資格者で

ある看護系大学入学者、看護系修士課程入学者が減少することも、本課程の開設の前提条件とし

ている。博士前期課程については、本学看護学部の入学者の充足を大前提とする。博士後期課程

については、本学看護学部だけでなく幅広い全ての年齢層で受け入れることを想定しており、22
歳人口、24 歳人口の直接的な影響は受けないと考えている。 
 
開設後 10 年間の 22 歳（M1）人口推計（全国及び大阪府） 

 
2026 年度（開設時） 

22 歳人口 
2035 年度（10 年次） 

22 歳人口 
減少幅 

2026 年を 100％
とした割合 

全国 1,121,285 人 1,036,250 人 ▲85,035 人 92.4％ 
大阪府 77,446 人 70,730 人 ▲6,716 人 91.3％ 

 
開設後 10 年間の 24 歳（D1）人口推計（全国及び大阪府） 

 
2026 年度（開設時） 

24 歳人口 
2035 年度（10 年次） 

24 歳人口 
減少幅 

2026 年を 100％
とした割合 

全国 1,167,348 人 1,067,573 人 ▲99,775 人 91.5％ 
大阪府 81,797 人 72,684 人 ▲9,113 人 88.9％ 
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（出典）学校基本調査 
※学校基本調査の当該学年の義務教育の学校（中学校、中等教育学校前期課程、小学校、義務教育学校）の在校生

徒・児童数、卒業生徒・児童数より算出。 
 
私学事業団の「私立大学・短期大学等入学志願動向」（令和 6 年度）によれば、保健系の修士課

程、博士前期課程の収容定員充足率は 86.14％（令和 6 年度）、博士後期課程の充足率は 83.17％
（同年度）となっている（別紙 1）。本研究科においては定員充足と適切な定員管理に努める。 
 
【添付データ】 
・新設組織が置かれる都道府県への入学状況（別紙１） 
 
③新設組織の主な学生募集地域 

本学及び本大学院は、立地する大阪府及び近畿地区から過半数の学生を受け入れていることか

ら、本研究科においても大阪府及び近畿地区が主な学生募集地域になると考えている。特に修士

課程を課程変更する博士前期課程は、本学の看護学部の卒業生の入学者が多いので、看護学部と

同じく、大阪府を中心とした近畿地区が学生募集地域となる。博士後期課程は、大阪府を中心と

する近畿地区を学生募集地域と想定しているが、後期課程という特性上、全国からの志願者・入

学者、遠距離の通学も想定している。 
大阪府の看護系大学院博士後期課程の充足状況は、【資料２】に示した。看護系博士後期課程は

6 校（うち私立は 4 校）設置されており、入学定員の合計は 23 人であり、収容定員 69 人に対す

る在籍学生数は 85 人で収容定員充足率は 1.23 倍であった（入学定員以降は保健学専攻の大阪大

学を除いた数字）。本学の博士後期課程の地域的な入学需要は十分に存在していると考えられる。 
 

【資料２】大阪府の看護系大学院博士後期課程の充足状況 
 
④既設組織の定員充足の状況 
（博士前期課程） 

 既設の本学大学院看護学研究科修士課程の入学者数の推移は以下の通りである。令和 4（2022）
年以降やや低調な入学者数となっていることもあり、博士後期課程の開設に合わせ入学定員を 6
人から 4 人に減らし、定員設定の適正化を図る。 
 
表 本学看護学研究科修士課程（入学定員 6 人）の入学者数の推移 

 R6（2024） R5（2023） R4（2022） R3（2021） R2（2020） 
入学者数 0 1 2 4 6 
入学定員充足率 0.0％ 16.7％ 33.3％ 66.7％ 100.0％ 

  
本研究科修士課程（入学定員 6 人、令和 8 年度より 4 人に減員予定）の入学者数は、過去 5 年

において減少傾向にあり、充足したのは令和 2 年度のみとなっている。直近年度において入学者

が減少したのは、コロナ禍以降、学外からの志願者の獲得に向けた募集広報活動を十分に実施で
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きなかった点が主因として挙げられる。本学看護学部卒業生は従来から就職志向が強く、看護学

部から本学修士課程にそのまま進学する者は非常に少ない実績となっている。 
 一方で、令和 7 年度は、入学定員 6 人に対して 7 人の入学者（入学定員充足率 1.17）があり定

員を充足した。その内訳は本学看護学部の卒業生の看護職が 5 人、学外の看護職が 2 人であった。 
 
平成 24（2012）年度に開設された本学看護学部は、1 期生の卒業・就職から 9 年が経過し、病

院等での臨床勤務を経て、一定数が本学を主とした大学院修士課程への進学を希望し入学してい

る。 
下記の表の通り、本学看護学部の卒業生合計 10 人が本学大学院看護学研究科修士課程に入学

しており、令和 6（2024）年度までは毎年 0 人～2 人であった入学者が、令和 7（2025）年度は 5
人に増加している。その 5 人の学部卒業年度は、平成 27（2015）年度（学部 1 期生）が 2 人、平

成 28（2016）年度（2 期生）が 2 人、令和 4（2022）年度（8 期生）が 1 人となっており、病院

等での勤務を経て大学院に入学している。それ以外に、判明している限りで 3 人の学部卒業生が

他大学の大学院看護学研究科修士課程に進学している。特に看護学部 1 期生、2 期生の大学院修

士課程への入学が令和 7（2025）年度には増加した。 
今後は、学部学生に対しては、就職後一定期間を経た後の大学院進学のキャリアパスの説明を

行い、本学博士前期課程（現修士課程）での受け入れ体制を整備する。 
 
表 摂南大学看護学部卒業生の摂南大学大学院看護学研究科修士課程への入学年度及び入学者数 
摂南大学大学院看護学研究科 

修士課程への入学年度 
摂南大学大学院看護学研究科修士課程への

入学者数（看護学部卒業年度別） 入学者数合計 

2016 年度（開設年度）   
2017 年度 1 人（2016 年度卒業） 1 人 
2018 年度   
2019 年度   
2020 年度 1 人（2015 年度卒業） 1 人 

2021 年度 1 人（2015 年度卒業） 
1 人（2017 年度卒業） 2 人 

2022 年度   
2023 年度 1 人（2021 年度卒業） 1 人 
2024 年度 

  

2025 年度 
2 人（2015 年度卒業） 
2 人（2016 年度卒業） 
1 人（2022 年度卒業） 

5 人 

合計  10 人 
※本表の人数は摂南大学看護学部の卒業生のみ 
 
本学博士前期課程では、入学定員 4 人のうち、3 人（75％）程度を本学看護学部の卒業生の看

護職、1 人（25％）程度を学外の看護職から確保する計画である。 
その上で、本学博士前期課程の修了生（毎年 4 人程度を想定）のうち、毎年 1 人（25％）前後
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が博士後期課程への進学を希望すると想定している。本課程の入学定員2人のうち残りの1人は、

本学博士前期課程の修了生以外（本学教員・助手、学外）からの入学者を想定している。 
以上の計画により、本学看護学研究科博士前期課程（現修士課程）の入学定員を充足すること

で、博士前期課程修了者の博士後期課程の進学につなげ、本課程の定員を充足する計画である。 
 
（看護学部の充足状況） 

修士課程の基礎となる学部である看護学部（入学定員 100 人）の充足状況は【別紙２】で示し

た。看護学部は、年度による変動はあるものの、過去 5 年間において安定して志願者、入学者を

集めており（5 年間の平均入学定員充足率＝1.04）、定員を充足している。 
 
（博士後期課程） 
既設の本学大学院研究科博士後期課程の収容定員充足率は以下の状況となっている。博士後期

課程の 3 研究科のうち農学研究科以外は収容定員を充足していないものの、毎年継続的に博士後

期課程への入学者を受け入れており、少数の研究職を養成する博士後期課程としては健全な運営

を実施していると考えている。本課程の入学定員は 2 人（収容定員 6 人）と最小の設定であるこ

とから、定員の充足は可能と考えている。 
 
摂南大学大学院 既設の博士後期課程の収容定員充足率（令和 6年 5月 1日現在） 

研究科 収容定員 在学生数 収容定員充足率 
理工学研究科（創生工学・生命科学） 博士後期課程 12 4 0.33 
薬学研究科 博士課程 16 9 0.56 
農学研究科 博士後期課程 3 4 1.33 
合 計 31 17 0.54 

※農学研究科は令和 6 年開設 
 
【添付データ】 
・既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間）（別紙２） 
 
（３）学生確保の見通し 
①学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 
ア 既設組織における取組とその目標 
 本学大学院では学部と区別せず一体化してオープンキャンパスを行っている。その詳細は（別

紙３）に記した。 
 オープンキャンパス参加者合計（令和 6 年度入試）は 8,863 人、うち受験対象者（学部）は 5,047
人であり、そのうち入学者（学部）は 1,130 人である（入学率 22.4％）。学部の実績であるが、

その転換率については大学院においてもある程度は適用できると考えられることから、20％をオ

ープンキャンパスの入学率と設定する。 
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【添付データ】 
・既設学科等の学生募集のための PR 活動の過去の実績（別紙３） 
 
イ 新設組織における取組とその目標 
 新たに設置する博士後期課程においては、学内からの進学者とともに、学外からの多様な志願

者、入学者が見込まれることから、本課程の積極的な広報と周知に努める計画である。具体的に

は、本学 HP 及び本学大学案内における課程の説明、外部情報媒体や外部看護系情報サイトへの

出稿、志願者が見込まれる病院、看護系大学等への周知を行い、必要な情報の的確な伝達に努め

る。また博士後期課程の特性上、出願前の指導教員との研究内容の摺り合わせ、出願予定者の研

究実績、研究内容の把握と確認は極めて重要であることから、事務局も含めた研究科全体で緻密

で丁寧なアドミッションの体制とプロセスの構築に努める。 
 
ウ 当該取組の実績の分析結果に基づく，新設組織での入学者の見込み数 

上記アで示したように、本学学部の R6 年度入学対象者のオープンキャンパス（R5 年開催）に

おける入学率（入学者／オープンキャンパス参加者）は 22.4％（1,130 人）、（R4 年開催）におけ

る入学率（入学者／オープンキャンパス参加者）は 23.0％（922 人）であることから、20％をオ

ープンキャンパス（大学院の場合は説明会も含む）からの入学率として設定する。新設する博士

課程における具体的な数値目標と志願者等の目標設定は以下の通りである。なお、現時点（令和

6 年度）において、本博士後期課程が設置された場合、入学を希望する者（修士学位保持者）が 10
人程度存在していることを確認している。 
 
摂南大学大学院看護学研究科看護学専攻 博士前期課程の学生確保の目標設定（毎年度） 

学生確保の各プロセス 目標数 オープンキャンパス参加者からの転換率 
オープンキャンパス（説明会）参加者 20 人  100％ 

志願者数 16 人 80％ 
合格者数 8 人 40％ 

入学者数（入学定員 4 人） 4 人 20％ 
※博士前期課程は、摂南大学看護学部卒業生及び学外の看護職等の受け入れを想定している。 

 
摂南大学大学院看護学研究科看護学専攻 博士後期課程の学生確保の目標設定（毎年度） 

学生確保の各プロセス 目標数 オープンキャンパス参加者からの転換率 
オープンキャンパス（説明会）参加者 10 人  100％ 

志願者数 8 人 80％ 
合格者数 4 人 40％ 

入学者数（入学定員 2 人） 2 人 20％ 
※博士後期課程は、摂南大学大学院看護学研究科博士前期課程修了生及び学内・学外の看護職、看護教員等の受け

入れを想定している。 
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②競合校の状況分析（立地条件、養成人材、教育内容と方法の類似性と定員充足状況） 
ア 競合校の選定理由と新設組織との比較分析，優位性 
本博士後期課程では、学校種、 定員規模、学問分野、看護学部及び大学院看護学研究科の開設

時期、所在地等の類似性から、以下の 2 校を競合校と設定した。競合校はともに医学部及び附属

病院を持つ医科大学であり、その点が本課程との大きな差異であると言える。本学は、医学部と

附属病院は設置していないものの、薬学部、理工学部、農学部（管理栄養士課程を含む）、法学部、

経済学部等を併設した、多くの分野と研究者を抱えた総合大学であり、様々な他学部、他研究科

との連携や共同研究も期待できることから、競合校に対する本課程の強みや優位性もあると考え

ている。 
 
競合校の一覧と本博士後期課程との比較分析 

 
競合校 人材養成目的等の教育内容 

本課程との比較・ 
本課程の優位性 

1 大阪医科薬科大学 
大学院 

看護学研究科 
看護学専攻 
博士後期課程 

（大阪府高槻市） 

（教育目的） 
博士後期課程は、豊かな学識とグローバルな視点を基

盤に看護学の深奥を窮めることができ、国際社会に貢献

できる自立した教育研究者を育成することを目的とす

る。 
（教育目標） 
以下の能力を持つ教育研究者の養成を目指す。 

①研究者として自立して研究活動を行うために必要な

高度の研究能力を培う。 
②知的な素養とグローバルな視点を兼ね備えた高度な

研究能力をもち、教育研究者として看護学教育を行う

のに必要な教育開発力を育成する。 
③課題探求能力、企画力、管理運営能力を高め、豊かな

学識を持った指導能力を育成する。 

競合校は医学部、附属病院

を併設しており、臨床と一

体化した看護師養成、修士

での専門看護師等の人材養

成には競合校に優位性があ

る。一方で、研究者を養成す

る博士後期課程において

は、研究指導の環境におい

て、大きな差はなく、研究内

容を差別化することで、本

課程も十分に競争力がある

と考えられる。 

2 関西医科大学 
大学院 

看護学研究科 
看護学専攻 
博士後期課程 

（大阪府枚方市） 

（カリキュラム・ポリシー） 
博士後期課程では、人の健康に関わる多様な自然環境や

社会環境等の変化の中で展開されている看護実践にお

ける現象を、地域に根差しつつもグローバルな視野の基

に分析し、今後、看護が果たすべき方向や課題を見極め、

看護実践を革新することができる人材育成を目指した

カリキュラムを編成する。 
（ディプロマ・ポリシー） 
①看護実践に不可欠な科学的・学際的な知識を基に看護

実践を創造するための自立した研究活動、および次世

代の看護を見据えた教育力をもつことができる。 
②国内外の専門家と協働して、人々の健康と生活にかか

わる社会システムの構築および変革を行うことがで

きる。 
③看護が社会に果たすべき役割を自覚し、専門職として

の高い倫理観と責任感を基に看護実践を革新するた

大阪医科薬科大学と同様

に、医学部、附属病院を併設

している。特に関西医科大

学は同一沿線の近隣駅に位

置していることから、志願

者も大きく重複、競合する

と考えられる。本学は、看護

学部が先行して設置され看

護師養成の実績が長い点、

総合大学のメリットや強み

を活かすことや、研究内容

を差別することで、十分に

競合できると考えている。 
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めの開発を行うことができる。 
④人々の生活の質（Quality of life：QOL）、社会の発展

および平和に貢献することができる。 

 
イ 競合校の入学志願動向等 
競合校の充足状況（令和 6 年度）は以下に示した。競合校 2 校とも、問題なく志願者、入学者

を集め収容定員を充足（2.0 倍、1.2 倍）している。競合校となる本課程も同水準で入学者を確保

し、定員を充足する見込みと予想される。なお、競合校以外の大阪府の大学院看護学研究科の充

足状況は【資料２】に示した。 
 
【資料２】大阪府の看護系大学院博士後期課程の充足状況 
 
競合校の入学者数、収容定員充足率 

 
競合校 入学定員 

入学者数 
(2024 年度) 

収容定員 
在学者数 

(2024 年度) 
収容定員 
充足率 

1 大阪医科薬科大学大学院 
看護学研究科看護学専攻 
博士後期課程 

3 人 6 人 9 人 18 人 2.0 

2 関西医科大学大学院 
看護学研究科看護学専攻 
博士後期課程 

5 人 1 人 15 人 18 人 1.2 

 
競合校の過去 3 年の入学志願状況は以下に示した。大阪医科薬科大学は過去 3 年全て入学定員

を充足している。関西医科大学は 3 カ年全てで入学定員を充足していないが、収容定員は充足し

ており、修業年限を超えて在籍する学生が多いと思われる。博士後期課程はその性質上、修業年

限を超過した過年度生が多くなる傾向にあるため、両校とも十分な学生を受け入れていると考え

られる。 
 
競合校の志願状況 

 
競合校 

入学 
定員 

2022 年度 2023 年度 2024 年度 

志願者数 入学者数 
入学定員 
充足率 

志願者数 入学者数 
入学定員 
充足率 

志願者数 入学者数 
入学定員 
充足率 

1 大阪医科薬科大学大学院 
看護学研究科看護学専攻 
博士後期課程 

3 人 5 人 4 人 1.3 6 人 5 人 1.7 6 人 6 人 2.0 

2 関西医科大学大学院 
看護学研究科看護学専攻 
博士後期課程 

5 人 12 人 3 人 0.6 1 人 1 人 0.2 2 人 1 人 0.2 

 
ウ 新設組織において定員を充足できる根拠等（競合校定員未充足の場合のみ） 

競合校は全て収容定員を充足しているため該当なし。 
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エ 学生納付金等の金額設定の理由 
新たに設置する博士後期課程の学納金設定について述べる。本博士後期課程及び博士後期課程

の競合校に設定した 2 校の学納金は以下の表の通りである。本課程の学納金の金額水準は、ほぼ

国公立大学に近い低い設定となっており、学生の経済的負担を最大限軽減することで、学生確保

において大きな利点になると考えている。本課程の学納金設定は、競合校 2 校よりもやや高い水

準になっているものの、近い水準の範囲に収まっており、学納金水準により募集が不利になるこ

とはないと考えている。また、競合校 2 校を含む大阪府の私立大学院看護学研究科博士後期課程

の学納金一覧は【資料３】に示したが、それによれば、初年度入学金の平均金額は 820,000 円、

3 年間の合計学納金の平均は 2,060,000 円であった。本研究科の学納金は平均よりやや高い設定

となっているが、許容範囲内に収まっていると考えている。 
 
本研究科及び競合校の学納金 

 
大学名 入学金 授業料等 初年度 

納付金 
修業年限（3 年） 

合計学納金 

本
学 

摂南大学大学院 
看護学研究科看護学専攻 
博士後期課程 

220,000 660,000 880,000 2,200,000 

競
合
校 

大阪医科薬科大学大学院 
看護学研究科看護学専攻 
博士後期課程 

200,000 580,000 780,000 1,940,000 

関西医科大学大学院 
看護学研究科看護学専攻 
博士後期課程 

200,000 600,000 800,000 2,000,000 

（単位：円） ※2024 年度学納金。出典：各大学 HP 

 
【資料３】大阪府の看護系大学院博士後期課程の学納金 

 

③先行事例分析 
該当なし。 

 
④学生確保に関するアンケート調査 
（博士前期課程） 

既設の修士課程では、本学看護学部の卒業生を主たる入学者として受け入れている。入学定員

100人のうち、毎年10人前後が大学院進学を検討し、3人前後が修士課程に入学しているが、年度

による変動がある。修士課程を課程変更する博士前期課程では、本学看護学部卒業生（卒業後に

すぐ進学）、同卒業生（一度病院等に就職し進学する者）、外部の現職看護師等からの3方向から入

学者を受け入れる予定であり、入学定員（4人）は充足できる見込みである。 
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（博士後期課程） 

新たに設置する博士後期課程の学生確保の見通しを測定するために、 
（１）入学意向アンケート調査①（学内・関係者等対象）【資料４】 
（２）入学意向アンケート調査②（インターネット調査）【資料５】 
の2種類の調査を実施した。調査と結果の概要はそれぞれ以下の通りである。両調査ともに、看

護師資格を持つ修士学位保持者（修士課程に在学中で取得予定含む）のみを調査対象とした。（１）

は、本学大学院看護学研究科修士課程の修了生や、直接コンタクトの取れる修士学位保持者の看

護教員、現職看護師等を対象とした調査であり、（２）は、インターネット調査のモニターで修

士学位と看護師資格を持つ者を対象とした調査である。調査の性質は異なるものの、（１）と（２）

はともに信頼性の置ける調査である。調査（１）と調査（２）は時期をずらしており、回答者が重

複していないことも確認している。 
 
（１）入学意向アンケート調査①（学内・関係者等対象）の概要 
調査時期 令和 6 年 9～11 月 

調査対象 ①摂南大学大学院看護学研究科看護学専攻修士課程の在学生及び修了生 
②摂南大学看護学部に関係した修士学位保持者（助手、教員、現職看護師等） 

回答件数 33 人（修士学位保持者、取得予定者のみ） 

調査結果の 
概要 

（大学院博士後期課程への進学意向） 
・進学意向：27 人（81.8％） 
 
（摂南大学大学院看護学研究科看護学専攻博士後期課程への受験・入学意志） 
・受験意志（第一志望）：4 人（12.1％） 
・受験意志（第一志望～第三志望以降）：13 人（39.4％） 
・受験意志かつ入学意志を示した者：4 人（12.1％） 
 
（クロス集計） 
・「大学院博士後期課程進学希望」かつ「私立大学院を希望」かつ「看護学分野

を志望」かつ「受験意志（第一志望）」かつ「入学意志」かつ「2026 年度（開設

年度）入学を希望」を示した者：2 人（6.1％） 
 
上記の調査（１）は、摂南大学大学院看護学研究科看護学専攻修士課程の修了生、摂南大学看

護学部に関係する修士学位を保持した看護助手、看護教員、現職看護師等にアンケート依頼をし

た結果、34人から回収があり、そのうちの修士学位保持者（取得予定含む）である33人（1名は修

士学位がないため除外）を対象として集計を行った。これらの対象者は本学や本課程の研究指導

教員（就任予定者）と直接的に関係がある集団である。 
結果としては、回収のあった33人のうち、4人（12.1％）が受験意志（第一志望）を、4人（12.1％）

が受験意志（第一志望～第三志望以降）かつ入学意志を示し、入学定員（2人）を上回る入学意志

を得た。クロス集計では、「大学院博士後期課程進学希望」かつ「私立大学院を希望」かつ「看護

学分野を志望」かつ「受験意志（第一志望）」かつ「入学意志」かつ「2026年度（開設年度）入学

を希望」を示した回答者は2人（6.1％）となり、また2年目以降の入学希望者も確認できた。 
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【資料４】摂南大学大学院看護学研究科看護学専攻博士後期課程 入学意向アンケート調査① 
 
（２）入学意向アンケート調査②（インターネット調査）の概要 
調査時期 令和 6 年 12 月 

調査対象 インターネット調査会社のモニターのうち、看護系修士学位保持者（取得予定含

む） 
回答件数 48 人（修士学位保持者、取得予定者のみ） 

調査結果の 
概要 

（大学院博士後期課程への進学意向） 
・進学意向：24 人（50.0％） 
 
（摂南大学大学院看護学研究科看護学専攻博士後期課程への受験・入学意志） 
・受験意志（第一志望）：3 人（6.3％） 
・受験意志（第一志望～第三志望以降）：18 人（37.5％） 
・受験意志かつ入学意志を示した者：7 人（14.6％） 
 
（クロス集計） 
・「大学院博士後期課程進学希望」かつ「私立大学院を希望」かつ「看護学分野

を志望」かつ「受験意志（第一志望）」かつ「入学意志」を示した者かつ「2026
年度（開設年度）入学を希望」を示した者：2 人（4.2％） 

 
上記の調査（２）は、インターネット調査会社のモニターを対象として、看護師資格と修士学

位を保持する者48人を抽出し、本課程の受験意志、入学意志を測定した。48人の居住地は、近畿

地区が14人、近畿地区以外が34人となっているが、博士後期課程においては遠距離からの入学、

通学も可能であるので、調査範囲は全国で設定した。 
結果としては、回収のあった48人のうち、3人（6.3％）が受験意志（第一志望）を、7人（14.6％）

が受験意志（第一志望～第三志望以降）かつ入学意志を示し、入学定員（2人）を上回る入学意志

を得た。クロス集計では、「大学院博士後期課程進学希望」かつ「私立大学院を希望」かつ「看護

学分野を志望」かつ「受験意志（第一志望）」かつ「入学意志」かつ「2026年度（開設年度）入学

を希望」を示した回答者は2人（4.2％）となり、また2年目以降の入学希望者も確認できた。 
 
【資料５】摂南大学大学院看護学研究科看護学専攻博士後期課程 入学意向アンケート調査② 

 

調査（１）、（２）及び（１）＋（２）の合計の受験、入学意志の結果は以下の通りである。調査

（１）と（２）の入学意志のクロス集計の結果の合計は、4 人（入学定員 2 人の 2.0 倍）となっ

た。上記の（１）（２）の 2 種類のアンケート調査により、博士後期課程においては、修士学位を

保持した入学資格を持つ者を、開設年度から継続的に志願者、入学者として確保できる見込みで

あることが示されている。 
調査（１）と（２）の合計では、81 人の回収に対して、6 重クロス（開設年度である 2026 年度

入学）の入学意志は 4 人（4.9％）の結果となり、また開設 2 年目の 2027 年度以降に入学を希望

する者も 2 人存在している。絶対数としては少ないものの、入学意志（6 重クロス後）を示した
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回答者の割合は 4.9％と高く、また入学定員 2 名の本課程に対する入学意志としては適正な人数

と考えている。本研究科の博士前期課程の修了者も毎年 4 名（入学定員）前後輩出される予定で

あり、また本学看護学部の教員、助手においても博士学位の取得希望者は継続的に存在すること

から、開設 2 年目以降の入学者の確保も問題がないと考えている。 
 
入学意向アンケート調査（１）＋（２）の合計 

調査種類 回収 受験意志 
（第一志望～

第三志望以

降） 

受験意志 
（第一志望） 

入学意志 
（クロス集計

後） 

入学意志 
（クロス集

計、2026 年度

入学） 
①学内・関

係者 
33 13 4 3 2 

100％ 39.4％ 12.1％ 9.1％ 6.1％ 
②インター

ネット 
48 18 3 3 2 

100％ 37.5％ 6.3％ 6.3％ 4.2％ 

①②合計 
81 31 7 6 4 

100％ 38.3％ 8.6％ 7.4％ 4.9％ 
※調査①と調査②に重複回答がないことは確認済み。 
 
⑤人材需要に関するアンケート調査等 
（博士前期課程） 

既設の修士課程では、これまでに24人の修了生を輩出している（令和6年度現在）が、24人全て

が病院への就職、教員としての就職、大学院進学など、修了後に確実に就職等の実績があり、修

了後の採用需要に問題がないことを確認している。 
 
（博士後期課程） 
（人材需要アンケート調査） 
新たに設置する博士後期課程の人材需要の見通しを測定するため、大学、病院等の事業所向け

に「採用意向アンケート調査」【資料６】を実施した。調査の概要と結果の概略は以下の通りで

ある。 
 
採用意向アンケート調査の概要 
調査実施時期 令和 6 年 10 月～11 月 

調査対象 
（送付・依頼先） 

本博士後期課程の修了者の採用が見込まれる以下の事業所 
（業種） 
・看護系大学、看護系短期大学：309 校（全国の全ての国公私立看護系大

学、短期大学） 
・病院（特定機能病院等）：81 院（近畿地区） 
（依頼件数） 

390 事業所 

回収件数 85 件（回収率 21.8%） 
（内訳） 
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看護系大学：59 校 
看護系短期大学：1 校 
病院：25 院 

調査結果 採用意向：25 事業所（29.4％） 
採用の場合の採用可能人数：35 人 

 
390事業所にアンケート調査用紙を送付・依頼し、85事業所から回答を得た採用意向アンケート

調査の結果の概要は以下の通りである。 
養成する人材（博士後期課程）の社会的ニーズについて、53事業所（62.4％）から「人材ニー

ズは高い」（26事業所）または「人材ニーズはやや高い」（27事業所）の回答を得た。本研究科

博士後期課程修了者の採用意向では、25事業所（29.4％）から「採用したい」の回答を得た。さ

らに採用意向のあった25事業所から35人の採用可能人数が示された（入学定員2人の17.5倍）。 
以上の調査結果により、修了後の人材需要について、看護系大学、病院等の事業所からの強い

採用意向が示されている。 
 
【資料６】摂南大学大学院看護学研究科看護学専攻 博士後期課程 採用意向アンケート調査 
 
（人材需給に関するその他の根拠） 

「看護系大学に関する実態調査の年次比較―2018年度～2022年度―」（日本看護系大学協議会）

（2022年度において288看護系大学（うち私立大学は195校）が回答）【資料７】によれば、博士

後期課程の設置は118校（うち私立大学院は49校）（2022年度）、修了者は310人（論文博士含む）

（うち私立大学院は88人）となっており、修了者の就職状況は、68.5％が教育職、19.7％が病院・

診療所、3.5％が企業への就職となっており、教育職への非常に強い人材需要が存在することが示

されている。同調査によれば、国公私立288看護系大学の教員8,879人の学位取得状況（2022年度）

は、博士（3,640人 41.0%）、修士（4,756人 53.6％）となっており、看護系大学教員における博

士学位取得者は実数、割合ともに増加傾向にあるものの、まだ十分とは言えない状況にある。本

研究科の博士後期課程は、博士人材の養成を通じて看護教育、看護研究の人材需要の要請に応え

るものである。 
 

（４）新設組織の定員設定の理由 
（博士前期課程） 

 課程変更を行う博士前期課程については、入学定員を 6 人から 2 人減らし 4 人（収容定員 8 人）

とし、定員設定の最適化を図る。また収容定員（8 人）に対し十分な研究指導教員、研究指導補助

教員を配置している。 
 
（博士後期課程） 

新たに設置する博士後期課程については、上記の（１）～（３）で述べた定員充足及び人材需

要の根拠に加え、本課程は入学定員 2 人（収容定員 6 人）に対し研究指導教員及び研究指導補助

教員を 16 人配置する計画であり、学生 1 人あたり 2.7 人以上の教員が配置されることから、本課
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程の定員設定は、学生に対する研究指導体制及び教員負担において最適な設定と考えている。研

究指導においては最大限の効果が期待され、博士後期課程の定員設定として適切かつ合理的であ

ると考えている。 

 

以上 
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【資料２】大阪府の看護系大学院博士後期課程の充足状況

No. 設置者 大学院 研究科 専攻 開設年度 立地 入学定員 収容定員
在籍
学生数

収容定員
充足率

備考

1 国立 大阪大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 H12 大阪府吹田市 23 69 － － 保健学専攻のみの学生数は非公開

2 公立 大阪公立大学大学院 看護学研究科 看護学専攻 R4 大阪府大阪市 10 30 29 0.97

3 私立 大阪医科薬科大学大学院 看護学研究科 看護学専攻 H26 大阪府高槻市 3 9 18 2.00

4 私立 関西医科大学大学院 看護学研究科 看護学専攻 H30 大阪府枚方市 5 15 18 1.20

5 私立 森ノ宮医療大学大学院 保健医療学研究科 看護学専攻 R2 大阪府大阪市 2 6 4 0.67

6 私立 四天王寺大学大学院 看護学研究科 看護学専攻 R2 大阪府羽曳野市 3 9 16 1.78

23 69 85 1.23 合計は大阪大学を除く

13 39 56 1.44

※令和6（2024）年度の状況　出典は各大学HP

国公私立　合計

私立のみ
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【資料３】大阪府の看護系大学院博士後期課程の学納金

設置者 立地 大学院 研究科 専攻 入学金 授業料等 初年度入学金
修業年限分
学納金合計

1 私立 大阪府 大阪医科薬科大学大学院 看護学研究科 看護学専攻 200,000 580,000 780,000 1,940,000

2 私立 大阪府 関西医科大学大学院 看護学研究科 看護学専攻 200,000 600,000 800,000 2,000,000

3 私立 大阪府 森ノ宮医療大学大学院 保健医療学研究科 看護学専攻 200,000 700,000 900,000 2,300,000

4 私立 大阪府 四天王寺大学大学院 看護学研究科 看護学専攻 200,000 600,000 800,000 2,000,000

200,000 620,000 820,000 2,060,000

※令和6年度（2024年度）の学納金　出典は各大学HP

※校友会費など委託徴収費は除く。

平均
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- 2018年度～2022年度 -
看護系大学に関する実態調査の年次比較

2024年 6月

（ 日本看護系大学協議会と日本私立看護系大学協会との協働実施）
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